第１学年○組道徳学習指導案

平成２３年１１月３０日（水曜）第５時限
指導者　○　○　○　○　
１　主題名　えんそく　２－（３）仲よし、助け合い

２　資料名　えんそく　（出典　「あかるいこころ」）

３　主題設定の理由

　（１）　ねらいとする価値について

　　　　誰しもが何らかの形で、他者の支えを受けて生活をしている。子ども同士であっても、日常の中で助け合う場面は必ずある。人のために行うことは、時に自己の利益に制限を加えることにつながり、自己の利益を優先させたいために、その動きが鈍くなることもある。しかし、助け合うことは、相手の心を温かさで満たすだけでなく、自分の心も温かさで満たすことにもなり、これこそが、人と人のつながりを強くしていくことになる。これから、多くの人間関係を作っていく１年生にとって、助け合うことは重要なことである。
　（２）　児童の実態について
　　　　児童の学校での生活を見ていると、教師に対して進んで手伝いをしてくる姿を見かける。これは、相手が「先生だから」手伝いたいという気持ちの表れであると考えられる。実際、児童同士では、助け合うことができるのは、一部の児童に限られている。給食当番で、重い食器を運ぶ際に困っている姿が見られるのに助けようとするのもいつも決まった児童である。一人の児童が筆箱の中身を床に落とした時に、周囲にいた児童は拾おうとする姿を見せないことがあった。係活動では、担当の児童が活動しているなかで、同じ係の他の児童は、手伝いもせず座っている。一人だけが動き、周りはやらないという姿が見られた。自分がやらなくても、誰かがやるはずという気持ちが表れであると考えられる。
　（３）　資料について

　　　　遠足でどんぐりを拾ったが、友達の一人がどんぐりを忘れて困っている。その様子を見て、主人公は自分の分を分けようか迷ってしまう。周囲が進んで分け与える姿を見て、恥ずかしくなるという内容である。
　　　　今月、どんぐりを拾いに行った児童にとって、誰かがどんぐりを忘れてくるという状況は、共感しつつ考えることができる資料であると考える。自分の数少ないどんぐりを分けてあげようかという主人公の「迷い」、そして周囲の数が少なくても進んでどんぐりを分けてあげる行動を見た後の「恥ずかしさ」を考えることで、進んで人を助けることの気持ちの良さと大切さを学ばせることができる。
４　本時のねらい

　　　友達を思いやり、助け合おうとする心情を育てる。
５　準備　（教）資料、場面絵、短冊、ワークシート
６　本時の展開

	
	学習活動
	主な発問と予想される子どもの反応
	指導上の留意点

	導入
５
分
	１　自分が困ったときに助けてもらった経験を発表する。
	△　今までに自分が困っていて、誰かに助けてもらったことはありますか。
　・　一輪車のサドルが動かなくて困ったときに、先生に直してもらった。

　・　教科書を忘れたときに、見せてもらった。

　・　ものを落とした時に拾ってもらった。
	・　学校生活の中で具体的な場面を思い出させる。

	展
開28分


	２　資料を読み、主人公の気持ちや行動について考え、話し合う。

	△　「ぼく」はどんな気持ちでどんぐりを拾っていたでしょうか。
　・　たくさん拾いたいな。
　・　いっぱいあって嬉しいな。

　・　たくさん拾って、こまを作るぞ。
△　「しまった。」とたかしさんが言うのを聞いて、「ぼく」はどんな気持ちになったでしょうか。

　・　たかしさんがかわいそう。
　・　なにやってんだろう。
　・　ぼくのをあげようかな。
　・　だれかがあげるかな。
　・　ぼくのをあげるよ。
△　どんぐりが少ししかない子がどんぐりをあげるのを見て、「ぼく」はどんな気持ちでいたのでしょうか。

　・　はずかしいな。

・　ぼくもあげればよかった。

・　自分の分が無くなりそうなのにえらいな。

　・　よしおさんたちみたいに、ぼくもあげようかな。
▲　このお話の続きで、「ぼく」はどうするでしょうか。

　・　どんぐりを１個だけあげる。

・　たかしさんがかわいそうだから、ぼくも、どんぐりをあげる。

・　みんながあげているから、自分はあげない。

・　自分のどんぐりがへるのは、いやだからあげない。
	・　どんぐりを拾うぼくのうれしい気持ちを考えさせる。
・　一生懸命に拾った大事などんぐりであることをとらえさせる。
・　どんぐりを使ってこまを作りたい気持ちも押さえる。
・　どんぐりをあげようか迷うぼくの気持ちを考えさせる。
・　たかしに分けてあげると自分のどんぐりが減ってしまうことを押さえる。
・　あげようという意見だけの時には、自分のどんぐりが減って楽しみにしているこまつくりができなくなるかも知れないというゆさぶり発問をする。
・　ぼくが感じた「はずかしさ」について考えさせ、後悔の気持ちが生まれたことをとらえさせる。
・　進んで分けてあげる児童について、ぼくはどう思うのか考えさせる。

・　意見がまとまらない児童には37ページの挿絵を見せ、ぼくの表情から考えさせる。

・　話の続きを考えさせることで、「ぼく」の気持ちをさらに深く考えさせる。

・　意見を言った児童に、なぜそうしたのかという理由も問いかけ、「ぼく」の行動から気持ちを考えさせる。
・　助け合うことをしないという意見には、意見が出尽くした後で改めて全体にこの意見をどう思うか問いかける。

	終末
７
分
	３　困っている友達を助けた経験を発表する。
４　終末の話を聞く。
	△　今までに、困っている友達を助けたことは、ありますか。
　・　けがをしている子がいて、いっしょに先生のところに行ったよ。
　・　鉛筆を拾ったよ。

△　先生の話を聞きましょう。
	・　学校での具体的な場面から、考えさせる。
・　どの意見にも共感して認める。

・　人を助けてよかったという内容の話をする。


